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大竹市まちづくり基本構想

第 1 回  定 例 会
Ｑ  

新
造
船
の
事
業
費
は
現
在
の
使
用
船

舶
「
涼
凪
」
を
造
船
し
た
時
に
比
べ
高
額

で
あ
る
が
理
由
を
問
う
。

　
ま
た
、
利
便
性
や
安
全
性
を
求
め
追
加

装
備
す
る
の
か
問
う
。

A  「
涼
凪
」
造
船
当
時
よ
り
材
料
費
や

人
件
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
、
入
港
時
の
安
全

性
を
高
め
る
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
等
の
機

能
を
加
え
る
た
め
、
見
積
額
が
高
く
な
っ

て
い
る
。

※
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
は
、
船
を
横
移
動

さ
せ
る
装
置
の
こ
と
で
す
。

●
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

Ｑ  

大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の
冊

子
を
全
戸
配
布
す
る
他
に
、
Ｐ
Ｒ
方
法
を

考
え
て
い
る
か
問
う
。

A  

現
在
は
、
市
広
報
に
特
集
記
事
の
掲

載
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
の
デ
ー
タ
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
ど
こ
か
ら
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ  
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
は
、

小
学
５
年
生
く
ら
い
か
ら
読
め
る
漢
字
を

使
用
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
読
み
づ
ら

い
漢
字
も
あ
り
、
読
み
仮
名
を
付
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
市
広
報
は
点
訳
や
音
訳
な
ど
を

し
て
い
る
が
、
基
本
構
想
も
点
訳
や
音
訳

を
す
る
の
か
問
う
。

A  

読
み
づ
ら
い
漢
字
や
大
竹
市
に
関
わ

る
固
有
名
詞
（
三
倉
岳
、
阿
多
田
島
、
亀

居
城
等
）
に
は
読
み
仮
名
を
付
け
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
基
本
構
想
は
絵
本
の
形

で
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
た
め
、
文
字
を

点
訳
、
音
訳
す
る
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く

い
と
考
え
て
お
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え

る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
る
な
ど
工
夫
し

た
い
。

　
基
本
構
想
は
30
年
先
を
見
据
え
た
も
の

で
あ
り
、
時
代
に
合
っ
た
効
果
的
な
発
信

方
法
を
今
後
も
検
討
す
る
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
15
号
）

Ｑ  

教
育
費
旧
穂
仁
原
小
学
校
動

産
撤
去
処
分
業
務
委
託
料
と
し
て

４
７
８
万
８
０
０
０
円
計
上
さ
れ
て
い

る
。
廃
校
に
な
っ
た
学
校
用
品
を
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
で
販
売
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
今
回
は
行
わ
な
い
の
か
問
う
。

A  

解
体
前
に
、
校
舎
に
あ
る
不
用
物
品

を
収
集
・
運
搬
し
て
処
分
す
る
業
務
を
委

託
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
過
去
に
旧
松
ケ
原
小
学
校
を
会
場
に
し

て
物
品
販
売
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
に
も
大
竹
会
館
の

改
築
に
伴
い
、「
お
お
た
け
リ
ユ
ー
ス
市
」

を
行
い
、
旧
穂
仁
原
小
学
校
の
物
品
の
一

部
を
出
品
し
た
。
校
舎
の
解
体
は
広
島
県

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
合
わ
せ
て
行
う

た
め
、
来
年
度
に
繰
り
越
し
を
し
て
、
５

月
頃
に
は
残
っ
て
い
る
物
品
を
全
て
処
分

し
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
今
後
、
不
用

品
の
物
品
販
売
を
行
う
予
定
は
な
い
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
16
号
）

Ｑ  

コ
イ
ち
ゃ
ん
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
率
に

つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、前
回
と
変
更
は
あ
る
の
か
問
う
。

A  

前
回
の
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業
は
、 

50
万
３
３
４
７
枚
で
、
換
金
し
た
金
額
が

２
億
５
１
６
７
万
３
５
０
０
円
と
な
り
、

利
用
率
は
94.
５
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
事
業
の
内
容
は
前
回
と

同
様
、
１
枚
５
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
20
枚
（
１
万
円
分
）
と
し
、
種
類
は
中

小
事
業
者
の
み
使
用
で
き
る
青
色
を
10

枚
、
大
型
店
舗
で
も
使
用
で
き
る
赤
色
を

10
枚
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
の
絵
柄
は
少
し
変
え
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
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市営白石墓苑の移転予定地

Ｑ  

市
営
白
石
墓
苑
に
つ
い
て
、
何
区
画

の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
移
転
完
了
予
定
で
あ
る
令
和
４

年
３
月
中
ま
で
に
移
転
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
問
う
。

A  

１
０
０
区
画
中
、
85
区
画
の
移
転
が

決
ま
っ
て
い
る
。
移
転
予
定
の
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
複
数
回
、
意
向
の
確
認
を

行
っ
て
お
り
、令
和
４
年
３
月
中
ま
で
に
、

滞
り
な
く
移
転
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

Ｑ  

対
象
と
な
る
方
に
医
療
費
の
支
給
が

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
他
市
町
で

も
同
様
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て
問
う
。

A  

広
島
県
が
市
町
に
呼
び
か
け
を
し
て

い
る
事
業
で
あ
り
、
県
内
の
全
市
町
で
実

施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
県
の
福
祉

医
療
費
公
費
負
担
費
補
助
金
に
よ
り
２
分

の
１
の
補
助
が
あ
る
。

Ｑ  

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
新
た
な
介

護
保
険
料
額
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
理

由
と
、
そ
れ
を
ど
う
評
価
・
分
析
し
て
い

る
か
問
う
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
が

あ
り
、
保
険
料
の
設
定
に
関
係
し
た
の
か

問
う
。

A  

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
で
予
定
し
て
い
た
施

設
整
備
の
一
部
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
給
付
費
が
抑
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
き
な

影
響
は
受
け
て
い
な
い
。
低
い
理
由
と
し

て
は
、
給
付
費
が
高
く
な
り
が
ち
な
85
歳

以
上
の
方
の
介
護
認
定
率
が
、
県
内
で
最

も
低
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ  

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え
が
出
た
こ
と

も
あ
り
、
減
額
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

予
想
し
て
い
た
が
、
増
額
に
な
っ
た
要
因

は
何
か
問
う
。

A  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
き

な
影
響
は
な
か
っ
た
。
12
月
に
予
想
を
大

き
く
上
回
る
給
付
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
年
度
中
の
安
定
的
な
運
用
を
図
る

た
め
、
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ  

耐
水
化
計
画
基
本
構
想
策
定
業
務
の

委
託
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
と

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
問
う
。

A  

小
瀬
川
の
想
定
最
大
規
模
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
に
は
、
小
島
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
場
と
小
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

が
入
っ
て
お
り
、
想
定
さ
れ
る
浸
水
深

の
設
定
と
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
範
囲

の
整
理
、
浸
水
深
に
対
し
て
機
能
停
止

等
リ
ス
ク
が
高
く
耐
水
化
が
必
要
な
施

設
に
何
が
該
当
す
る
か
を
検
討
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
浸
水
の
リ
ス
ク
が
高

い
施
設
が
あ
る
場
合
に
は
、
浸
水
発
生

時
に
お
い
て
も
機
能
を
確
保
す
べ
き
施

設
と
関
連
す
る
主
要
設
備
機
器
類
等
の

抽
出
を
行
い
、
機
能
確
保
の
た
め
の
対

策
内
容
を
検
討
し
、
耐
水
化
計
画
を
定

め
る
こ
と
に
な
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
9
件

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

　
生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
墓
地
使
用
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●
大
竹
市
精
神
障
害
者
医
療
費

支
給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
大
竹
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

第１回定例会は、令和３年３月２日～３月25日の24日間行われました。
詳細については、令和３年６月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。
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令和３年度予算案をチェック！

予算特別委員会
会 計 別 予 算 額

　３月定例会において提案された、
令和２年度各会計予算は、３日間（３
月 15 日～ 17 日）にわたり予算特
別委員会において慎重に審査した結
果、総額 268 億 2,155 万円（企業
会計を含む）を可決しました。
　令和３年度の審査における質疑及
び答弁の一部（５～７ページ）をご
紹介します。

　 平 成 30 年 度 か ら 令 和 5 年 度 ま で で 総 額 39
億２千万円の継続費を設定し、令和３年度は引き続
き自由通路や橋上駅の本体工事を行います。

大竹駅周辺
整備事業
１０億７，３５６万円

　令和３年度は、小島雨水排水ポンプ場の電気・機
械設備の改築更新工事を行います。

小島雨水
排水ポンプ場等
改築更新事業
２億９，３００万円

　市役所敷地内になかはま保育所と立戸保育所を統合
した保育施設、子育て支援センター、乳幼児健診等の
母子保健事業も実施できる施設として令和４年４月か
ら開設します。令和３年度中に完成する見込みです。

公立保育所等
整備事業
７億４，８１８万円

　河川氾濫等による浸水被害を防ぐため、市内の河
川（水路）内に堆積している土砂を撤去します。令
和３年度は、恵川（玖波工区）、大膳川、三ツ石川、
南栄排水路、元町東栄排水路の浚渫工事を行います。

一般河川
（水路）
浚
し ゅ ん

渫
せ つ

事業
１億５,８００万円

主要事業 の一部

一　般　会　計 155億 6,358 万円

特
別
会
計

国民健康保険 33億 1,657 万円
漁業集落排水 4,649 万円
農業集落排水 4,932 万円
港湾施設管理受託 6,447 万円
土地造成 2億 9,094 万円
介護保険 26億 1,988 万円
後期高齢者医療 5億 1,232 万円
小　　計 68億 9,999 万円

企
業
会
計

水道事業 13億 3,331 万円
工業用水道事業 9億 7,861 万円
公共下水道事業 20億 4,606 万円
小　　計 43億 5,798 万円
総　　合　　計 268億 2,155 万円

※端数は四捨五入
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ワクチン接種券と封筒

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Q  

現
在
の
体
制
及
び
、
２
回
接
種
を
要

す
る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

供
給
可
能
と
な
っ
た
際
、
速
や
か
に
住
民

に
接
種
が
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

　

人
員
的
体
制
の
整
備
と
し
て
、
保
健
医

療
課
に
専
任
１
名
と
兼
任
を
付
け
、
会
計

年
度
任
用
職
員
２
名
を
雇
用
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
係
る
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
改
修
も
令
和
２
年
度
中

に
完
了
す
る
。

　

接
種
券
の
印
刷
及
び
郵
送
は
、
令
和
３

年
３
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
の
到
着
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
令
和

３
年
４
月
上
旬
を
目
途
に
、
高
齢
者
の
接

種
券
の
発
送
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
集
団
接
種
を
、
大

竹
市
医
師
会
と
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
り
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
個
別
接
種
は
、

５
月
以
降
、
受
託
し
て
い
る
各
医
療
機
関

で
接
種
で
き
る
よ
う
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
相
談
体
制
は
、
広
島
県
に
相
談
一
括
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
３
月
１
日
か
ら

運
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
健
医
療
課
内
に
も
専
用
回
線
を

設
け
接
種
医
療
機
関
、
予
約
方
法
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
る
。

　

２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
集

団
接
種
、
個
別
接
種
と
も
１
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
待
機
時
間
中
に
し
て
い
た

だ
く
よ
う
想
定
し
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
か
ら
ワ
ク
チ
ン

を
ム
ダ
な
く
接
種
す
る
よ
う
１
日
１
０
０

名
以
上
と
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
１
日
最
大
２
４
０
名
の
接
種
を

想
定
し
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
は
１
６
０

名
を
上
限
と
し
、
体
制
を
調
整
す
る
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

Q  

ど
の
よ
う
な
場
所
に
何
カ
所
に
設
置

す
る
の
か
伺
う
。

A  

昨
年
、
大
竹
警
察
署
長
か
ら
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
の
要
望
が
あ
り
、
特
に
人
や
車

の
流
れ
が
多
い
場
所
や
通
学
路
な
ど
、
犯

罪
発
生
の
抑
止
や
逃
走
経
路
の
要
所
と
考

え
ら
れ
る
６
カ
所
程
度
に
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

●
子
育
て
の
相
談
に
つ
い
て

Q  

大
竹
市
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

令
和
３
年
度
よ
り
、
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

事
業
の
内
容
と
し
て
、
児
童
の
虐
待
、

子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
悩
み
や
育
児
の

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

支
援
業
務
と
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
問

題
の
あ
る
家
庭
の
情
報
共
有
や
支
援
方
法

を
検
討
す
る
、
要
保
護
児
童
地
域
対
策
協

議
会
の
運
営
や
調
整
の
業
務
を
担
う
。

　

２
つ
の
業
務
を
１
つ
の
機
関
が
担
い
円

滑
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
年
々
増
加
す
る

児
童
虐
待
に
対
応
で
き
る
。

　

今
後
、
子
ど
も
家
庭
相
談
員
の
資
格
を

持
つ
職
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
き

め
細
や
か
で
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
相
談
体

制
を
整
備
し
、
虐
待
防
止
に
取
り
組
み
た

い
。

●
大
規
模
盛
土
造
成
地
の

調
査
に
つ
い
て

Q  

対
象
と
な
る
場
所
は
ど
こ
で
、
何
カ

所
あ
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
い
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
な
場

合
、
補
助
が
あ
る
の
か
伺
う
。

A  

広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
大
規
模

盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、

大
竹
市
に
は
16
カ
所
あ
る
が
、
こ
の
中
で

優
先
度
の
高
い
５
カ
所
を
令
和
3
年
度
の

調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　

対
象
地
の
盛
土
の
全
て
が
、
地
震
の
際
、

危
険
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
地
踏

査
を
行
い
、
安
全
性
の
確
認
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

当
該
宅
地
の
所
有
者
の
方
に
、
宅
地
防

災
に
関
心
を
持
ち
、
地
盤
や
擁
壁
の
状
態

に
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣

旨
で
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
調
査

後
も
適
切
に
情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
の
調
査
の
結
果
、

安
全
性
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か
け
て
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
等
を
行
い
、
更
に
安
全
性
に

問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
令
和

８
年
度
以
降
に
対
策
工
事
が
必
要
と
な
る

た
め
、
国
が
宅
地
耐
震
化
事
業
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
こ
れ
を
活
用
し
た
補
助
制
度

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
予
算
特
別
委
員
会

　
　  

質
疑
・
答
弁
の
一
部
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解体予定の大竹中学校プール

●
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

Q  
自
主
防
災
組
織
育
成
指
導
事
業
に
つ

い
て
、
前
年
度
比
約
２
倍
と
な
っ
て
い
る

理
由
及
び
避
難
の
呼
び
か
け
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
想
定
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
防
災
士
資
格
取
得
の
た
め
に
、

補
助
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

A  

主
な
増
額
は
、
避
難
の
呼
び
か
け
体

制
構
築
支
援
補
助
金
の
70
万
円
で
あ
る
。

避
難
の
呼
び
か
け
体
制
構
築
と
は
、
広
島

県
が
令
和
２
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
豪
雨
災
害
に
お
い
て
逃
げ
遅

れ
被
害
を
な
く
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

で
あ
る
。

　

自
主
防
災
組
織
を
豪
雨
災
害
に
強
い
体

制
に
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
及
び
各
種
訓

練
に
必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
目
的
と
し

て
、
参
加
す
る
自
主
防
災
組
織
１
組
織
に

対
し
最
大
10
万
円
を
助
成
す
る
計
画
で
、

広
島
県
が
全
額
補
助
す
る
。

　
訓
練
の
内
訳
は
、
地
域
独
自
の
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
、
呼
び
掛
け
体
制
を
考
慮
し
た

連
絡
網
の
作
成
、
避
難
訓
練
の
実
施
等
で

あ
る
。
現
在
、
市
内
に
は
37
の
自
主
防
災

組
織
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
事
業
に
努
め
て
お
り
、

今
後
に
お
い
て
も
防
災
士
資
格
取
得
の
た

め
の
補
助
金
は
考
え
て
は
い
な
い
。

●
大
竹
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

Q  

大
竹
中
学
校
の
プ
ー
ル
解
体
と
大
竹

小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
に
関
す
る
事
業
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

令
和
３
年
度
は
両
事
業
の
設
計
業
務

を
行
う
予
定
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
プ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
か
ら
解
体
及
び
建
設

工
事
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

工
期
は
解
体
に
数
カ
月
、
建
設
に
１
年

近
く
を
要
し
、
ま
た
、
契
約
金
額
に
応
じ

市
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
た
め
、
令

和
５
年
度
は
利
用
で
き
な
い
。

　

令
和
６
年
度
の
プ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、

大
竹
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
共
同
で

利
用
で
き
る
よ
う
予
定
し
て
い
る
。

●
市
税
収
入
に
つ
い
て

Q  

令
和
３
年
度
の
市
税
収
入
と
国
の
地

方
財
政
計
画
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

A  

市
税
収
入
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
、
約
２
億
２
千
８
百
万
円

減
の
約
50
億
１
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

増
減
内
訳
と
し
て
、
大
手
企
業
の
法
人

税
割
の
増
、
設
備
投
資
等
の
要
因
に
よ
り
、

約
２
億
９
千
７
百
万
円
の
増
加
は
あ
る
が
、

償
却
資
産
の
減
価
償
却
、
固
定
資
産
の
評

価
替
え
、
そ
の
他
の
社
会
的
要
因
に
よ
り
、

約
３
億
６
千
９
百
万
円
の
減
少
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
個
人
・
法
人
の
所
得
の

減
少
、
国
の
特
別
支
援
措
置
等
に
よ
り
、

約
１
億
５
千
６
百
万
円
の
減
少
を
見
込
ん

だ
結
果
、
近
年
の
当
初
予
算
の
市
税
収
入

と
し
て
は
、
最
も
少
な
く
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
、
予
算
計

上
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
５
億
円
を
超
え

る
減
少
要
因
が
あ
っ
た
も
の
の
、
３
億
円

近
い
増
加
要
因
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
約

２
億
２
千
８
百
万
円
の
減
少
で
済
ん
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

個
人
・
法
人
の
所
得
が
減
少
し
税
収
は

減
っ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
以
降
、
徐
々

に
回
復
し
、
令
和
６
年
度
に
は
完
全
回
復

す
る
と
い
う
推
計
を
立
て
て
い
る
。

　

地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て
、
国
で
は
、

毎
年
６
月
、
概
算
要
求
前
に
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
し
て

い
る
が
、
も
と
も
と
平
成
30
年
度
の
基
本

方
針
で
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
、
交
付
税
交
付
団
体
に
つ
い
て
は
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源

の
総
額
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
確
保
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　

令
和
３
年
度
の
地
方
財
政
計
画
を
見

る
と
、
平
成
30
年
度
の
基
本
方
針
が
遵
守

さ
れ
、
交
付
税
交
付
団
体
に
つ
い
て
は
自

治
体
財
政
に
悪
い
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

一
般
財
源
を
確
保
さ
れ
た
も
の
と
捉
え

て
い
る
。

●
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

Q  

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
伴
い
、
新
た
な
介
護
保
険
料
額
は
下
が

る
こ
と
に
な
る
が
、
介
護
保
険
の
財
政
負

担
の
仕
組
み
に
変
更
は
な
い
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
つ

く
る
と
、
介
護
保
険
料
が
高
く
な
る
の

か
伺
う
。

A  

介
護
保
険
の
財
政
は
、
基
本
的
に
利

用
者
は
１
割
負
担
で
、
所
得
の
高
い
方
は

２
割
や
３
割
負
担
の
方
も
い
る
が
、
利
用

者
の
自
己
負
担
を
除
い
た
部
分
が
介
護
給

付
に
な
る
。
そ
れ
を
公
費
と
保
険
料
で
折

半
し
負
担
す
る
仕
組
み
に
変
更
は
な
い
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
給
付
は
増
え
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る
傾
向
と
な
る
た
め
、
保
険
料
が
上
が
る

要
素
に
な
る
。

●
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

Q  

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
か

け
て
水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料
の

改
定
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
大
竹

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
及
び
大
竹
市
公

共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
等
に
お
い
て
、

令
和
５
年
か
ら
令
和
30
年
ま
で
の
料
金

改
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
す
で
に
行

わ
れ
て
い
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
改
定
検
討
を
行
う
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

大
竹
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
及
び
大

竹
市
公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
料
金

改
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
令
和
元
年

度
の
決
算
に
基
づ
き
将
来
推
計
を
設
定
し

て
お
り
、
令
和
３
年
度
の
新
規
事
業
と
な

る
料
金
・
使
用
料
改
定
検
討
事
業
は
、
目

標
年
度
を
令
和
５
年
度
と
し
、
令
和
３
年

度
ま
で
の
決
算
に
基
づ
き
将
来
推
計
を
設

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料

の
改
定
に
つ
い
て
、
広
島
県
内
の
ほ
と
ん

ど
が
審
議
会
を
設
置
し
検
討
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
審
議
会
を
設
置
し
、
説

明
資
料
作
成
に
要
す
る
費
用
等
、
審
議
会

の
運
営
に
関
す
る
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
。

●
汚
水
管
路
の
調
査
に
つ
い
て

Q  

令
和
３
年
度
の
大
竹
処
理
区
（
元
町

分
区
・
御
幸
分
区
）
管
渠
点
検
調
査
業
務
、

新
町
一
丁
目
管
渠
改
築
更
新
設
計
業
務
、

新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
放
流
渠
基
本
構

想
設
計
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

大
竹
処
理
区
（
元
町
分
区・御
幸
分
区
）

管
渠
点
検
調
査
業
務
に
つ
い
て
、
元
町
３
・

４
丁
目
地
区
及
び
立
戸
地
区
の
汚
水
幹
線

管
路
の
点
検
・
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

新
町
一
丁
目
管
渠
改
築
更
新
設
計
業
務

に
つ
い
て
、
現
在
の
ウ
ォ
ン
ツ
大
竹
新
町

店
の
店
舗
裏
を
流
れ
て
い
る
水
路
の
下
流

側
に
お
い
て
、
一
部
下
水
道
管
渠
が
水
路

内
に
突
き
出
て
お
り
、
水
の
流
れ
を
阻
害

し
て
い
る
た
め
、
支
障
と
な
る
下
水
道
管

渠
を
撤
去
し
、
他
の
ル
ー
ト
に
汚
水
を
流

す
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
を
行
う
。

　

新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
放
流
渠
基
本

構
想
設
計
業
務
に
つ
い
て
、
新
町
雨
水
排

水
ポ
ン
プ
場
か
ら
の
雨
水
排
水
の
放
流
先

と
な
る
小
瀬
川
の
管
理
者
と
協
議
を
行
う

た
め
の
図
面
作
成
業
務
と
な
る
。

　

排
水
口
の
設
置
予
定
場
所
は
遊
歩
道
等

の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
の
一
部
廃
止
を
含
め
、
河
川
管
理
者

と
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
来
年
度
も
協
議
・
検
討
を
行
い
、
排
水

口
の
位
置
が
決
ま
れ
ば
排
水
施
設
の
形
状

や
構
造
に
つ
い
て
現
地
の
測
量
を
基
に
、

図
面
の
作
成
を
行
い
た
い
。

本
会
議
で
採
決
の
結
果
、

全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

特
別
委
員
会
で
採
決
の
結
果
、

全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

予 

算 

特 

別 

委 

員

委 

員 

長	  

　
賀
　
屋
　
幸
　
治

副
委
員
長	  

　
西
　
村
　
一
　
啓

委
　
　
員	  

　
原
　
田
　
孝
　
徳	

	

　 

小
　
中
　
真
樹
雄

	

　 

中
　
川
　
智
　
之

	

　 

網
　
谷
　
芳
　
孝

	

　 

日
　
域
　
　
　
究

	

　 

寺
　
岡
　
公
　
章
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児玉　朋也

新
入
学
の
お
祝
い
に

ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
に
つ
い
て

公
共
建
築
物
の
木
造
化
へ
の

促
進
に
つ
い
て

第 1 回定例会 一 般 質 問

問  

小
学
校
入
学
時
に
は
ラ
ン
ド
セ

ル
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

他
の
市
町
で
長
年
に
渡
り
「
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
」「
入
学
の

お
祝
い
」
と
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
支

給
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
そ

う
で
す
。
大
竹
市
も
全
て
の
新
入
学

児
童
へ
支
給
を
検
討
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

答  

教
育
長　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
支
給
又

は
ラ
ン
ド
セ
ル
購
入
費
の
支
給
は
、
予
算

を
伴
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
中
学
生

も
含
め
た
入
学
の
お
祝
い
の
た
め
に
、
で

き
る
こ
と
や
す
べ
き
こ
と
を
慎
重
に
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問  

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
低
層

の
公
共
建
築
物
の
木
造
化
を
積
極
的

に
促
進
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
竹
市
建
築
主
体
の
令
和
2
年
度

実
施
、
令
和
3
年
度
計
画
の
木
造
率

と
、
木
材
利
用
推
進
会
議
の
協
議
内

容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答  

令
和
2
年
度
に
完
成
又
は
工
事
中

の
建
築
物
は
3
件
で
、
木
造
率
は
0
%

で
す
。
令
和
3
年
度
以
降
の
木
造
化
の
計

画
は
、
現
時
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
築

物
を
計
画
す
る
際
は
、
主
務
課
と
設
計
担

当
課
が
木
材
の
利
用
も
含
め
て
協
議
・
検

討
し
、
構
造
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
方
針
を
踏
ま
え
、
推
進
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

児玉　朋也
● 新入学 1年生にランドセル支給を検討してはどうでしょうか
●木造化への取り組み内容をお聞かせください

山本　孝三
●核兵器禁止条約の発効にあたり
●老朽施設の点検・整備・更新について
●交通安全対策について

日域　究
● 1 人 1 台のタブレットパソコンは、教育界の黒船になり得
　るか
●法務局の土地の公図の精度を高める具体的手法についての
　提案

小中　真樹雄
●中学生のオンライン学習開始について問う
● ICT 支援員の配置について問う

藤川　和弘
●阿多田島「海の家あたた」について

令和 2 年 9 月撮影
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市の考えを問う

山本　孝三

日域　究

核
兵
器
禁
止
条
約
の

発
効
に
あ
た
り

老
朽
化
し
た
施
設
・
橋
の

補
強
・
更
新
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
学
校
教
育
の

黒
船
に
な
れ
る
か

原爆ドーム

※文部科学省ホームページより

第 7 回定例会 一 般 質 問

問  

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
ま
し

た
。
被
爆
者
・
市
民
の
運
動
の
成
果
で
す
。

平
和
首
長
会
議
に
加
盟
す
る
大
竹
市
と
し

て
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

答  

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
県
全
体
、
日
本

全
体
で
大
き
な
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
議
員
の
皆
様
や
市
民
の
皆
様
の

声
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問  

栗
谷
町
後
原
の
「
登
里
橋
」
は
50

年
前
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
劣
化
・
耐

震
性
に
つ
い
て
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

の
対
応
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答  

平
成
27
年
度
と
令
和
2
年
度
に
登
里
橋

の
点
検
を
行
い
、
直
ち
に
補
修
を
行
う
必
要
は

な
い
橋
と
の
判
定
結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、
次

の
点
検
ま
で
に
何
か
異
常
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都

度
対
応
し
ま
す
。

問  

歩
行
者
の
安
全
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

歩
車
分
離
信
号
機
の
設
置
基
準
を
示
し
、

検
討
し
増
設
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
市
道

の
劣
化
が
激
し
く
、
人
身
事
故
が
心
配
さ

れ
る
大
迫
谷
尻
線
の
補
修
を
す
べ
き
で

す
。

答  

歩
車
分
離
信
号
機
の
設
置
基
準
は
公
安

委
員
会
が
定
め
て
お
り
、
市
の
判
断
で
設
置
で

き
ま
せ
ん
が
、
現
場
の
危
険
度
な
ど
を
踏
ま
え

て
警
察
に
相
談
し
て
い
き
ま
す
。
大
迫
・
谷
尻

線
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
範
囲
で
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問  

コ
ロ
ナ
で
塾
に
行
け
ず
成
績
が
心

配
だ
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
あ
り
ま
し

た
。
本
来
は
学
校
こ
そ
が
勉
強
す
る
と
こ

ろ
。

　
憲
法
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
そ
の
能
力

に
応
じ
て
、
等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利

を
有
す
る
」。
と
あ
り
ま
す
が
、
学
校
で

は
単
に
年
齢
だ
け
で
学
年
を
決
め
、
そ
れ

に
合
わ
せ
た
教
育
課
程
で
淡
々
と
授
業
を

進
め
ま
す
。
能
力
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

る
の
は
残
念
な
が
ら
塾
の
方
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
登
場
し
そ
れ

に
学
習
ソ
フ
ト
を
組
み
込
め
ば
、
個
人
の

能
力
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
達
が
自
由
に
勉
強
す
る
の
で

す
か
ら
、
学
力
差
の
更
な
る
拡
大
も
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

能
力
を
伸
ば
す
の
で
あ
れ
ば
良
い
の
で

は
。
そ
れ
を
抑
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
。

答  

教
育
長　
今
、
学
校
は
児
童
生
徒
が
協

働
的
に
学
ぶ
場
で
あ
り
な
が
ら
、
1
人
1
人
に

合
わ
せ
た
個
別
・
最
適
な
学
び
も
同
時
に
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
学
校
で
は
、個
別
の
指
導
や
支
援
、

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
教
え
合
い
、
習
熟
度
別

指
導
な
ど
、
日
々
工
夫
を
し
な
が
ら
、
能
力
に

応
じ
た
教
育
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
1
人
1
台
の
学
習
者
用
端
末
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
学
習
の
方
法
が
新
た

に
加
わ
り
、
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
直
接
も
の
を
見
て
、
体
験
し
、
友
達

と
会
話
し
、
自
分
で
考
え
、
紙
に
書
く
、
ま
た

は
体
を
動
か
し
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
端
末
の
活
用
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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阿
多
田
島
海
の
家
あ
た
た
の

管
理
計
画
に
つ
い
て

藤川　和弘

小中　真樹雄

中
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

開
始
に
つ
い
て
問
う

配備のタブレット

海の家　あたた

市の考えを問う

問  

①
新
年
度
か
ら
配
備
の
端
末
を
持

ち
帰
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
開
始
す
る

よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指

し
ま
す
か
。
先
行
自
治
体
で
は
、
機
能
制

限
の
設
定
で
使
い
に
く
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
す
が
、
対
応
策
は
。

　
通
信
環
境
未
整
備
の
世
帯
に
ル
ー
タ
ー

を
貸
し
出
し
、
契
約
料
・
通
信
料
は
保
護

者
負
担
。
就
学
援
助
世
帯
は
通
信
費
を
一

部
援
助
と
し
て
い
ま
す
。
全
額
補
助
は
可

能
で
す
か
。

②
I
C
T
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て
問

う
。
I
C
T
支
援
員
の
配
置
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
何
人
を
ど
の
よ
う
に
配
置
し

ま
す
か
。
常
駐
か
そ
れ
と
も
A
L
T
の

よ
う
に
巡
回
と
な
り
ま
す
か
。

答  

教
育
長　
①
端
末
を
教
科
な
ど
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
、
児
童
生
徒
の
学
び

を
補
助
す
る
ツ
ー
ル
の
1
つ
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
端
末
の
長
所
を
生
か
し
た
積
極
的
な
活
用
に

向
け
て
、
具
体
的
な
実
践
例
や
活
用
例
を
蓄
積

し
て
、市
内
小
中
学
校
で
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
生
徒
が
使
用
す
る
の
で
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
設
定
し
、
メ
ー
ル
な
ど
の
機
能
を
制
限
し

ま
す
が
、
実
際
に
使
用
し
て
い
く
中
で
、
見
直

し
ま
す
。

　
就
学
援
助
世
帯
な
ど
に
は
、
通
信
費
と
し
て

月
1
0
0
0
円
を
援
助
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
額
は
国
の
補
助
金
と
同
額
で
す
。
国
・
県
内

の
状
況
を
踏
ま
え
、
全
額
援
助
は
検
討
し
て
い

な
い
状
況
で
す
。

②
I
C
T
支
援
員
は
、
派
遣
契
約
に
よ
り
1

名
を
配
置
し
、
月
に
15
日
、
1
日
7
時
間
の
勤

務
で
、
各
学
校
を
学
級
数
に
応
じ
て
巡
回
す
る

予
定
で
す
。

問  

現
在
、
阿
多
田
島
に
は
年
間
1
万
人

以
上
の
方
が
観
光
等
の
目
的
で
来
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
海
の
家
あ
た
た
の
利

用
者
総
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
取

り
組
み
と
、
灯
台
資
料
館
を
含
め
た
利
用
者

増
加
の
た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
海
の
家
あ
た
た
の
管
理
を
3
名

の
方
が
さ
れ
て
お
り
、
雇
用
を
維
持
し
な
が

ら
、
公
共
施
設
と
し
て
の
指
定
管
理
や
、
将

来
的
に
は
、
民
間
に
売
却
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
売
却
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
民
間
企
業
の
取
得
意
向
調
査
を

行
う
予
定
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
海
の

家
あ
た
た
施
設
の
管
理
計
画
を
問
い
ま

す
。

　
ま
た
、
予
約
方
法
・
利
用
方
法
の
改
善

の
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
特
に
、
1
ヵ

月
前
ま
で
に
申
し
込
ま
な
い
と
宿
泊
利
用

で
き
な
い
の
は
、
非
常
に
不
便
で
す
。

答  

教
育
長　
現
在
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
じ
ゃ
ら
ん
ネ
ッ
ト
、
全
国
の
子
供
の
遊

び
場
情
報
が
閲
覧
で
き
る
「
い
こ
ー
よ
」
な
ど

で
施
設
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
青
少
年
の
利
用
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
、
学
習
塾
の
合
宿
や
幼
稚
園
の
お
泊
ま
り

保
育
な
ど
で
の
利
用
の
促
進
を
検
討
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
や
民
間
売
却
等
に
つ
い
て
は
、
民

間
の
投
資
動
向
も
悪
い
状
況
の
た
め
、
現
在
、

意
向
調
査
等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
将
来
的
に
そ
う
し
た
意
向
が
あ
る
民
間
企
業

が
現
れ
た
際
は
、
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
、

指
定
管
理
や
民
間
売
却
が
得
策
と
判
断
で
き
れ

ば
、
選
択
肢
の
1
つ
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
は

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
予
約
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
1
ヵ
月
前

ま
で
の
申
請
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て
、
前
向
き

に
考
え
て
い
き
ま
す
。
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① この議会中継は、本市議会の公式記録ではありません。
② 動画配信サイト（YouTube）とは契約関係にありません。録画映像の公開はおおむね２年を予定してい
ますが、動画配信サイト（YouTube）の都合により事前に終了することがあります。
③ 画面に企業広告等が現れることもありますが、本市議会と一切関係ありませんのでご注意ください。また、
広告等によるいかなる理由での損害についても本市議会は一切の責任を負いません。
④ ご使用になるパソコン・接続環境によっては、動画をご覧いただけないこともありますので、あらかじめ
ご了承ください。
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審議結果

議案第１号 令和３年度大竹市一般会計予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第７号 令和３年度大竹市介護保険特別
会計予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第11号 令和３年度大竹市公共下水道事
業会計予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第13号 大竹市精神障害者医療費支給条
例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第19号 大竹市墓地使用条例の一部改正
について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第20号 辺地に係る公共的施設の総合整
備計画の策定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第21号 大竹市まちづくり基本構想の策
定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第27号 市道路線の廃止及び認定につい
て － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第28号 令和２年度大竹市一般会計補正
予算（第 15号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

議案第29号 令和２年度大竹市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 原案可決

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。
―：議長　○：賛成　●：反対　欠：欠席

第１回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）
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陳　情

【陳情名】
住民の為の正常な議会を
求める陳情

【提出者名】
谷和自治会　
二井　博文
　　　ほか18名

【要旨】
　「黒塗りにした議事録を全面公開」の請願書は 500 人以上の署名を集めて提出されて、昨年 12
月議会で全議員の賛成で採択され、次のように処理をした。
①２月市議会だよりに「請願事項にお答えします」の１枚の文書を大竹市全戸に配布した。
②ホームページに「請願事項にお答えします」の文書を加えた。
③ホームページの議事録は黒塗りのまま（議会採決を無視）（市民常識を無視）
　この採決の処置に対し、議長や議会への不信の声が多数よせられ今後さらに反響が増えてくると
思う。
　また、この問題を早期に解決して、大切な時間を市民の為の議会にするように、期待する意見
も多々ある。
問題点
（１）「請願事項にお答えします」の文書の問題点。
　　 「陳情書を要望書に変えてほしい」の発言の言わないの弁解をするのなら、言ったとする谷和
自治会の弁明も載せて住民に分かりやすくすべきです。

（２）「陳情書を要望書に変えてほしい」の発言の谷和の見解。
　　 ９月15日谷和集会所に細川議長ら３人が来られ、「陳情書を要望書にしてほしい」と言われた。
　　 　昨年の２月26日の谷和で、「細川議長ら３人が陳情書を要望書にしてほしい」と述べた事に

対して谷和自治会に確認を求められ、自治会は「その事は間違いない」と述べたが反論はなかっ
た。

（３） 「陳情書を要望書に変えたい」というのは、議会での公開の審議をせず、何か不都合な事があっ
たのでしょうか。（陳情書・請願書は議会で審議する、要望書は議員に配布するのみ。）

（４）議事録に黒塗りを認めると、都合の悪い議論は黒塗りになり、議事録の意味がなくなる。
（５）大竹市議会基本条例の根本精神である住民に寄り添う姿勢が感じられない。
陳情項目
（１）ホームページの議事録を議会の採択通り、隠しのない透明な議事録にする事。
（２） 「陳情項目にお答えします」の文書に谷和の主張を載せて再配布するか、または議会で、きち

んと谷和の主張も認めた発言をする事。

【本会議の結果】
　不採択

※委員会へ付託せ
ず、本会議にて即決

本会議での討論
【採択とすべき討論】  　　「会議録をきちんとすべきであるということは、市民からの素直な陳情項目である。議員が納得しても市民は納得していないということは明らかに示されている。
　　　　　　　　　　　 市民と議会が対立することは好ましくなく、早急に解決する必要がある」
　　　　　　　　　　　 「議会の求められる役割を果たすべき」
　　　　　　　　　　　 「ホームページ上、アスタリスクになっている会議録と『請願事項にお答えします』がリンクしていないためわかりづらい。市民に信頼される議会を目指す意味でも、 
　　　　　　　　　　　 お互いが歩み寄るための、また理解し合うための議論がまだ必要ではないか」
　　　　　　　　　　　 「今のものを後世の人が振り返ったとき、あまり良くわからないと思うので、もう少しスマートな収め方を考えてほしい」

【不採択とすべき討論】　  「『請願事項にお答えします』の問題点を指摘しているが、この問題の帰趨（きすう）は、陳情者が明らかな証拠となる録音データの提出をしていないことに尽きる。 
　　　　　　　　　　　  録音データの提出がない以上、推定無罪の原則が適応されるのは明らかであり、陳情の採択を認めるわけにはいかない」
　　　　　　　　　　　 「『請願事項にお答えします』の文書は、議会運営委員会で全員一致で採択した経緯がある。紹介議員は議会人としてその対応を請願者に説明されているもの 
　　　　　　　　　　　  と思っている。昨年１２月に、請願の紹介議員がもうこのくらいでやめましょうと正式な場所で述べられているのに、またこのような陳情が繰り返し出てくること 
　　　　　　　　　　　  自体、紹介議員はもっと住民の立場に寄り添うことをやるべきではないか」

請　願

【請願名】
公立・公的医療機関等の「再
検証」要請の白紙撤回、お
よび地域医療構想の見直し
に関する請願

【提出者名】
田中 治績
大崎 ほのか
住田 隆司
桜井 和春

【要旨】
　2019 年９月、厚生労働省は病院の統廃合や再編について「再検証」を要請する公立・公
的病院の名前を公表しました。その中に広島西医療センターも入っています。広島西医療セン
ターは、がんなど限られた項目での診療実績が少ないことや、類似の病院が近接していること
を判断基準に、一律機械的に出されたもので、各病院の性格や地域の実情は全く加味されて
いません。
　当院は、筋ジストロフィーや重度心身障害など政策医療を担っており、病院名の公表後、患
者や患者ご家族から今後の生活を不安視する声が相次いでいます。また、災害拠点病院・へ
き地医療拠点病院・血液疾患専門医療・臨床研修病院として地域になくてはならない病院です。
大竹市民から寄せられた「いのちと健康を守るための署名」は 1500 筆にのぼり、不安の声
が上がっています。
　2020 年、新型コロナウイルスが猛威を振るう中で、県内でも多くの公立・公的病院が患者
さんを収容し治療にあたっています。このような中で、厚生労働省「地域医療構想に関するワー
キンググループ」は計画の撤回や修正をしていません。
　感染症の拡大、大規模災害の緊急事態から国民と地域医療を守る万全の対策をとるために、
国が責任をもって公立・公的病院の機能強化を図るよう求めます。
　つきましては、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣に意見書を提出い
ただきますよう請願いたします。
請願事項
１． コロナ禍での公立・公的医療機関等の「再検証」要請の白紙撤回を国に求めること。
２． 地域医療構想は、住民自治の原則に基づき、自治体が主体となって地域住民の声を反映
させながら、充実をはかるように求めること。

【付託委員会】
　生活環境委員会

【委員会の結果】
　継続審査
「広島西地域医療構想調
整会議の結論や国からの
指示が延期されており、
結論的な方向が示されて
いない。もう少し慎重に
検討し、結論すべき」
「令和元年と今とでは、新
型コロナウイルスの影響
により、病院のあり様が
変わっているため、あら
ためて考えた方が良い」

【本会議の結果】
　継続審査
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25
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6
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議
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議
会
を

傍
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2月  5日 全国市議会議長会
基地協議会総会（書面審査）

15日 議会改革特別委員会
16日 全国高速自動車道

市議会協議会定期総会（書面審査）
24日 議員全員協議会

議会運営委員会
生活環境委員協議会

3月  2日 議会運営委員会
本会議
総務文教委員会

3日 生活環境委員会
広報広聴特別委員会

9日 本会議
10日 決算特別委員会
12日 基地周辺対策特別委員会

議会改革特別委員会
15日 予算特別委員会

16日 予算特別委員会
17日 予算特別委員会
25日 議会運営委員会

本会議
総務文教委員会
生活環境委員会
議会運営委員会
議員全員協議会

30日 広報広聴特別委員会
4月12日 広報広聴特別委員会

総務文教委員政策研究会
生活環境委員政策研究会

14日 広島県市議会議長会
定例会（広島市）

20日 中国市議会議長会
定期総会（島根県浜田市）

23日 議会改革特別委員会
基地周辺対策特別委員会

令和３年２月～
� 令和３年４月議 会 日 誌
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授
業
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

コ
ウ
ゾ
の
栽
培
な
ど
で
苦
労
し
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

イ
ノ
シ
シ
被
害
や
天
候
異
変
な
ど

に
左
右
さ
れ
、
原
料
確
保
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。

や
っ
て
て
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
ど

ん
な
時
で
す
か
？

　

当
会
の
手
す
き
和
紙
を
卒
論
や
課

題
発
表
で
取
り
上
げ
、
そ
の
連
絡
や

答
礼
訪
問
を
受
け
た
時
で
す
。

後
継
者
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
を
。

　

一
部
の
人
の
献
身
的
努
力
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
技
術
の
伝
承
と
品
質
保
持
の
う

え
か
ら
も
、
専
従
者
の
確
保
が
望
ま

れ
ま
す
。

大竹手すき和紙作業風景
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